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衆
議
院
議
員
原
陽
子
君
提
出
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

第
百
五
十
一
回
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
演
説
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
我
が
国
が
巨
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
る
状
況

に
か
ん
が
み
、
財
政
の
構
造
改
革
を
実
施
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
歳
出
に
つ
い
て
「
聖
域
な
き
見
直
し
」
を
行
う
こ
と
が
内
閣

の
基
本
方
針
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
「
今
後
の
経
済

財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
も
、
「
道
路
等
の
「
特
定
財
源
」
に
つ
い
て
、
税
収
を
、
対
応
す
る
特
定
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
財
源

に
充
て
る
こ
と
が
、
一
定
の
合
理
性
を
持
ち
う
る
と
し
て
も
、
他
方
、
そ
の
よ
う
な
税
収
の
使
途
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
資

ゆ
が

源
の
適
正
な
配
分
を
歪
め
、
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す
。
」
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
見
直
し
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
今
後
、
予
断
を
は
さ
ま
ず
、
真

剣
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

一



昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
か
ら
現
在
ま
で
に
公
布
さ
れ
た
法
律
で
そ
の
題
名
に
「
緊
急
措
置
法
」
、
「
臨
時
措
置
法
」
又

は
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
数
は
、
整
理
の
仕
方
に
も
よ
る
が
、
二
百
九
十
六
件
と
把
握

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
廃
止
又
は
失
効
し
た
法
律
の
件
名
等
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

二
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
二
百
九
十
六
件
の
法
律
の
う
ち
、
過
去
に
そ
の
期
限
の
延
長
が
行
わ
れ
現

在
も
効
力
を
有
す
る
も
の
の
件
名
、
直
近
の
延
長
理
由
等
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
と
お
り
、
「
緊
急
措
置
法
」
、
「
臨
時
措
置
法
」
又
は
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
文
言
が
題
名
に
用
い
ら
れ
て

い
る
法
律
の
中
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
一
定
の
措
置
が
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
所

期
の
目
的
が
な
お
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
も
当
該
法
律
に
な
お
存
在
意
義
が
あ
る
こ
と
等
を
理

由
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
続
の
要
否
や
題
名
の
在
り
方
に
つ
き
、
今
後
と
も
、
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

二



三
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
道
路
特
別
会
計
を
財
源
と
し
て
実
施
で
き
る
事
業
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
揮
発
油
税

の
収
入
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額
が
財
源
と
し
て
充
て
ら
れ
る
道
路

整
備
費
と
は
、
次
に
掲
げ
る
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
（
以
下
「
一
般
国
道
の
新
設
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す

る
計
画
（
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
）
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費
を
い
う
（
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
条
第
一
項
並
び
に
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政

令
第
十
七
号
）
第
一
条
）
。

�

一
般
国
道

�

高
速
自
動
車
国
道

�

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
主
要
な
都
道

府
県
道
又
は
市
道

�

�
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
資
源
の
開
発
、
産
業
の
振
興
そ
の
他
国
の
施
策
上
特
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

三



三
の
（
�
）
に
つ
い
て

け
た

ａ
）
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
行
う
モ
ノ
レ
ー
ル
又
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
支
柱
、
桁
、
床
版
、
停
留
場
及
び
交
通

安
全
施
設
等
の
整
備
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
道
路
上
に
又
は
道
路
に
接
し
て
設
け
る
自
動
車
駐
車
場
及
び
道
路
管
理
者
が
道
路
に

接
し
て
設
け
る
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
道
路
の
緑
化
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え

ば
、
植
樹
帯
の
設
置
及
び
歩
道
等
の
道
路
上
の
並
木
等
の
植
栽
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
し
な
い
。
な
お
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
設
け
る

て
ん

低
公
害
車
の
燃
料
充
填
施
設
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
占
用
の
許
可
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

ｅ
）
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
交
通
安
全
対
策
事
業
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

例
え
ば
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
で
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

ｆ
）
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

四



ｇ
）
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間
の
整
備
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
及
び
情
報
ボ
ッ
ク
ス
の
整
備
は
、
一
般
国
道
の
新
設
等
に
該
当
す
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
暫
定
税
率
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
抜
本
的
な
税
制
改
革
を
提
案

し
た
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
二
十
四
年
の
翌
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
租
税
特
別
措
置
法

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
九
条
（
揮
発
油
税
及
び
地
方
道
路
税
の
税
率
の
特
例
）
、
地
方
税
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
三
十
二
条
（
自
動
車
取
得
税
の
非
課
税
等
）
等
の
例
の
よ
う
に
、
各
税
法
の
課

税
対
象
の
全
部
又
は
大
半
に
つ
い
て
別
の
法
律
又
は
附
則
（
経
過
措
置
を
除
く
。
）
で
一
定
の
期
間
等
に
限
っ
て
本
則
に
規

定
さ
れ
た
税
率
と
異
な
る
税
率
を
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
税
目
等
で
把
握
し
て
い
る
も
の
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

引
き
続
き
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
年
五
月
二
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
以
下
「
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」
と
い

五



う
。
）
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
に
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
効
果
を
推
計
す
る
手
段
と
し
て
作
成
さ

れ
た
計
量
経
済
モ
デ
ル
（
以
下
「
現
行
モ
デ
ル
」
と
い
う
。
）
の
名
称
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（Forecasting

M
odel

for
N
ationw

ide
E
ffect

of
R
oad

Im
provem

ent
Investm

ent

）
で
あ
る
。

現
行
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
道
路
整
備
の
効
果
を
多
角
的
か
つ
総
合
的
に
分
析

す
る
た
め
、
道
路
の
供
用
延
長
、
道
路
投
資
額
等
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
整
備
さ
れ
た
道
路
の
供
用
が
も
た
ら
す
生
産
力

拡
大
効
果
及
び
道
路
投
資
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
需
要
創
出
効
果
に
よ
る
国
内
総
生
産
（
以
下
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
の

増
大
等
を
推
計
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
生
産
力
拡
大
効
果
と
は
、
整
備
さ
れ
た
道
路
の
供
用
に
よ
っ
て
各
地
点
間
の
交
通
近
接
性
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
を
い
い
、
現
行
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
次
の
三
要
素
を
考
慮
し
て
い
る
。

�

道
路
輸
送
費
用
の
低
下
等
に
よ
り
以
前
と
同
量
の
労
働
と
資
本
を
使
用
し
て
付
加
価
値
を
よ
り
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
企
業
の
潜
在
生
産
力
の
向
上

�

交
通
立
地
条
件
の
向
上
に
よ
る
民
間
設
備
投
資
の
増
加

�

移
動
費
用
の
低
減
、
移
動
可
能
圏
域
の
拡
大
に
よ
る
余
暇
関
連
消
費
の
増
加

六



ま
た
、
需
要
創
出
効
果
と
は
、
例
え
ば
、
道
路
投
資
に
よ
り
建
設
資
材
等
の
需
要
が
増
加
し
、
こ
れ
に
よ
り
企
業
の
所
得

が
増
加
し
て
新
た
な
設
備
投
資
が
誘
発
さ
れ
る
と
と
も
に
、
雇
用
者
の
所
得
が
増
加
し
て
個
人
消
費
が
誘
発
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
誘
発
さ
れ
た
設
備
投
資
や
個
人
消
費
が
他
者
の
所
得
を
増
加
さ
せ
、
更
に
設
備
投
資
や
個
人
消
費
を
誘
発
さ
せ
て
い
く
と

い
っ
た
、
当
初
の
道
路
投
資
に
よ
る
経
済
全
般
へ
の
波
及
効
果
（
い
わ
ゆ
る
乗
数
効
果
）
を
い
う
。

な
お
、
現
行
モ
デ
ル
に
よ
る
二
百
兆
円
の
経
済
効
果
は
、
国
民
総
生
産
（
以
下
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
で
は
な
く
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
増
加
額
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

現
行
モ
デ
ル
は
、
専
門
家
の
指
導
及
び
助
言
を
受
け
な
が
ら
建
設
省
道
路
局
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

現
行
モ
デ
ル
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
我
が

国
の
道
路
行
政
の
制
度
等
に
つ
い
て
の
解
説
書
で
あ
る
「
道
路
行
政
」
（
国
土
交
通
省
道
路
局
監
修
）
に
も
掲
載
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
道
路
整
備
の
効
果
と
そ
の
推
計
方
法
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
。

七



六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、昭
和
二
十
九
年
五
月
二
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
第
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
）

か
ら
昭
和
五
十
三
年
五
月
十
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
第
八
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
）
ま
で
の

各
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
に
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
効
果
を
推
計
す
る
手
段
と
し
て
の
計

量
経
済
モ
デ
ル
を
い
ず
れ
も
作
成
し
て
い
な
い
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
以
下
「
第
九
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」

と
い
う
。
）
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
以
下
「
第
十
次
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
」
と
い
う
。
）
及
び
平
成
五
年
五
月
二
十
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
（
以
下
「
第
十
一
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
計
量
経
済
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
が
、
い
ず
れ
の
計
量
経
済

モ
デ
ル
も
自
動
車
交
通
量
を
変
数
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

現
行
モ
デ
ル
で
は
自
動
車
交
通
量
が
変
数
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
つ
い
て
、
計

画
ど
お
り
に
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
た
場
合
の
自
動
車
交
通
量
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
現
行
の
道
路
整

八



備
五
箇
年
計
画
の
計
画
初
年
度
で
あ
る
平
成
十
年
度
及
び
平
成
十
一
年
度
の
自
動
車
交
通
量
の
実
績
値
は
、
「
陸
運
統
計
要

覧
（
平
成
十
二
年
版
）
」
（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
情
報
管
理
部
編
集
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
七
千
四
百
六
十
一
億
台

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
及
び
七
千
六
百
五
十
一
億
台
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

第
九
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
か
ら
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
ま
で
の
各
計
画
に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
に
道
路
の

整
備
が
行
わ
れ
た
場
合
の
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
Ｇ
Ｎ
Ｐ
又
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
及
び
第
九
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

計
画
初
年
度
で
あ
る
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
又
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
の
実
績
値
は
、
別
表
第

五
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

道
路
は
、
そ
の
供
用
に
よ
っ
て
渋
滞
の
解
消
、
物
流
の
円
滑
化
、
交
通
安
全
の
確
保
、
環
境
負
荷
の
低
減
等
の
多
様
な
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
に
対
応
し
た
指
標
に
よ
り
そ
の
必
要
性

を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
現
行
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
も
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
幹

線
道
路
か
ら
一
時
間
以
内
に
到
達
で
き
る
地
域
の
面
積
割
合
、
人
口
当
た
り
の
供
用
延
長
、
自
動
車
保
有
台
数
当
た
り
の
供

九



用
延
長
、
国
際
空
港
や
重
要
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
等
の
指
標
を
用
い
て
総
合
的
に
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
に
特
定
の
指
標
の
み
で
道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

八
に
つ
い
て

道
路
、
鉄
道
、
空
港
等
の
施
設
の
整
備
は
、
受
益
者
も
相
応
の
負
担
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
た

め
、
個
々
の
施
設
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
に
応
じ
て
、
受
益
者
負
担
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鉄
道
や
空
港
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
者
が
直
接
の
受
益
者
で
あ
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ご
と

に
そ
の
受
益
者
を
個
別
に
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
費
用
は
、
主
に
利
用
者
本
人
か
ら
の

料
金
、
利
用
料
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
無
料
で
公
開
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
個
別
に
そ
の
受
益
者
を
把
握
し
て
料
金
、
利
用
料
等
に
よ
り
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も

の
の
、
自
動
車
の
取
得
や
揮
発
油
の
消
費
等
に
係
る
税
負
担
と
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
受
益
と
の
間
に
密
接
な
対
応

関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
費
用
は
、
主
に
こ
れ
ら
の
税
の
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
に
応
じ
て
受
益
者
負
担
の
仕
組
み
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
負
担

一
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と
一
般
財
源
負
担
の
割
合
の
差
異
を
も
っ
て
公
共
投
資
が
道
路
整
備
に
偏
っ
て
い
る
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

九
に
つ
い
て

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
整
備
目
標
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
、
そ
の
原
因
の
調
査
等
を

行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
道
路
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
着
実
な
道
路
の
整
備
を
行
う
責

務
を
有
す
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
を
考
慮
し
て
自
動
車
交
通
量
等
を
推

計
し
、
こ
れ
ら
の
推
計
を
踏
ま
え
て
道
路
整
備
の
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
設
定
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
整
備
目
標
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

効
果
的
・
効
率
的
に
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
道
路
整
備
の
目
標
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
に
つ
い
て

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
計
画
策
定
後
の
社
会
・
経
済
の
動
向
、
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ

一
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つ
、
弾
力
的
に
計
画
の
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直
し
を
検
討
す
る
責
務
を
有
す
る
。
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